
                    
 
 
 

 
 
 
 
 

さあ、学校再開！！ 
途中で何回かの延長をはさみながら続いてきた臨時休業が解除となり、５月１８

日（月）から学校が再開されました。 

臨時休業期間中に最も心配したことは、新型コロナウイルスへの感染ももちろん

ですが、子どもたちの「事故」でした。しかし、各ご家庭で十分ご指導いただいたお

かげで、事故なく再開の日を迎えることができました。何よりうれしいことです。 

保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

今年の白江小学校職員紹介 
 ４月当初には、まだスタッフ全員の顔ぶれが決まっていなかったのですが、６月か

ら全職員がそろいました。ご紹介いたします。 

 氏     名 前 任 校 等 

校 長 善方 威浩（ぜんぽう たけひろ） いわき市立勿来第二小学校 

教 頭 松本 克己（まつもと かつみ）  

教務主任 円谷 勝人（つむらや かつひと）  

１学年 鈴木 美香（すずき みか）  

２学年 室田 浩美（むろた ひろみ）  

３学年 髙橋 理賀（たかはし りか） 那須塩原市立黒田原小学校 

４学年 金井 達夫（かない たつお）  

５学年 永田 美里（ながた みさと）  

６学年 國分 貴子（こくぶん たかこ）  

すこやか 佐久間 美恵子（さくま みえこ） 須賀川市立柏城小学校 

養護教諭 菊池  恵（きくち めぐみ） 須賀川市立第三小学校 

主 査 遊佐 秀夫（ゆさ ひでお）  

用務員 山田 純子（やまだ じゅんこ） 西袋公民館 

支援員 野沢  緑（のざわ みどり）  

他に、学校司書の高橋 茉琳（たかはし まりん）が週２日、スクールカウンセラー

の大山 和子（おおやま かずこ）が年間１５日間勤務します。 

令和 2 年度 須賀川市立白江小学校 学校だより 

のびのび～みんなが笑顔の学校～ 

第３号 

発行：令和２年６月１日  発行責任者：校長 善方 威浩 

＜教育目標＞ 

自ら考え判断し、豊かな心でたくましく生きぬく子どもの育成 

『やさしい子』 『考える子』 『たくましい子』 



５月２５日から給食開始 

～とってもおいしかったよ！！～ 
 ５月２５日（月）からは、通常通りに午後まで授業を行うため、給食が開始されまし

た。児童は久しぶりの給食でしたが、特に１年生は、入学以来初めての給食となりま

した。給食着を着るのも、自分たちで配膳室から運ぶのも、配膳も、片付けも初めて

のはずでしたが、１年生の子どもたちは驚くほど上手でした。これまでの幼稚園や

保育園、こども園、ご家庭でのご指導の賜です。 

 給食は、昼食を食べるということ

だけではなく、教育活動の中の「食育」

の一環です。児童が食に関する正し

い知識と望ましい食習慣を身につけ

る大切な学習の機会です。学校では、

今後、学年に応じて指導を行ってまい

ります。 

 

（この日の献立は、麦ごはん、牛乳、

豚キムチ、春雨スープでした） 

 

「学校の新しい生活様式」 
 ５月初めに、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議から、「新しい生活様式」

の実践例が示されました。子どもたちが生活時間のほとんどを過ごす学校におい

ても、基本的な感染対策を継続する『学校の「新しい生活様式」』を導入する必要が

あります。 

 学校再開を前に、養護教諭が保健室前に新型コロナウイルスに関する掲示をしま

したが、先日、そこに、「ソーシャルディスタンス」の掲示を追加しました。児童の様子

を見ると、「２メートル離れるってどれくらい」ということを感覚的に身につけさせる

必要があると考えたからです。 

長期間、この新たな感染

症とともに社会で生きてい

くことを考えたとき、『学校

の「新しい生活様式」』を、

児童にしっかり身につけさ

せる必要があると考えて

います。 

 


